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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
猫
電
設
定
【
解
説
書
】

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
６
９
３
Ｌ

【
作
者
名
】

　
鈍
行
彗
星

【
あ
ら
す
じ
】

　
猫
電
が
ぁ
る
の
解
説
書
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
こ
れ
を
見
ま
し
ょ

う
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・
猫
電
（
猫
島
電
鉄
）

　
昔
か
ら
何
故
か
、
猫
が
た
く
さ
ん
住
み
着
い
て
い
る
島
、
猫
島
。

そ
の
猫
島
と
、
両
隣
の
都
市
『
白
野
』
と
『
黒
井
川
』
を
結
ぶ
鉄
道
、
猫
島
電

鉄
。

山
あ
り
海
あ
り
、
路
面
電
車
あ
り
の
、
全
長
わ
ず
か
１
２
キ
ロ
の
路
線
な
が
ら
、

多
彩
な
側
面
を
見
せ
る
こ
と
で
人
気
の
あ
る
鉄
道
。
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
。
本
線
と
猫
島
支
線
か
ら
成
り
立
つ
。

１
～
３
両
編
成
で
運
転
し
、
支
線
は
１
～
２
両
で
運
転
す
る
。

主
人
公
の
二
人
は
、
こ
の
会
社
の
所
属
。

・
猫
電
本
線
（
白
野
線
＋
黒
川
線
）
白
野
～
猫
島
駅
～
黒
井
川

・
猫
島
支
線
　
猫
島
駅
～
（
猫
の
額
通
り
）
～
大
桟
橋
（
海
急
猫
島
前
）
～
猫

島
大
鳥
居
（
島
内
）

　
『
白
野
線
』
と
『
黒
川
線
』
と
い
う
名
前
は
、
従
業
員
間
で
の
俗
称
で
あ
り
、

正
式
名
称
で
は
な
い
。

白
黒
と
言
え
ば
、
猫
島
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
白
野
線
か
ら
回
っ
て
黒
川
線

へ
行
っ
て
戻
っ
て
く
る
行
路
。

黒
白
、
あ
る
い
は
逆
全
線
と
言
え
ば
、
黒
川
線
か
ら
回
っ
て
白
野
へ
行
っ
て
戻

っ
て
く
る
行
路
。

参
拝
、
お
参
り
に
行
く
と
言
え
ば
、
猫
島
支
線
を
担
当
す
る
こ
と
を
指
す
。

　
な
お
、
『
猫
島
駅
』
と
は
猫
島
電
鉄
の
開
業
当
時
の
猫
島
最
寄
駅
で
あ
り
、

“
猫
島
の
島
の
中
に
あ
る
駅
で
は
な
い
”
。

　
猫
島
の
島
の
中
に
あ
る
駅
は
、
後
に
開
業
し
た
『
猫
島
大
鳥
居
駅
』
で
あ
る
。

車
両

軌
間
は
１
３
７
２
ｍ
ｍ
の
広
軌
。
東
京
都
電
、
東
急
電
鉄
と
深
い
関
わ
り
が
あ
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っ
た
こ
と
が
由
来
し
て
い
る

・
本
線
用

特
殊
な
軌
間
の
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
、
東
急
か
ら
の
譲
渡
電
車
で
運
転
し
て

い
る
。

・
８
０
形
間
接
非
自
動
８
１
、
８
２

旧
た
ま
で
ん
車
両
。
旧
１
０
３
号
と
１
０
８
号
を
譲
り
受
け
、
８
１
号
、
８
２

号
と
改
番
。
２
両
固
定
さ
れ
て
い
る

・
１
０
７
形
間
接
非
自
動
１
０
７
、
１
０
８
、
１
０
９
、
１
１
０
、
１
１
１
、

１
１
２
、
１
１
３
。

猫
電
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
１
０
１
形
、
１
０
５
形
を
連
結
運
転
可
能
に
改
造
し
た
車

両
。
単
行
可
能
。

・
３
０
０
形
間
接
自
動
３
０
１
Ｆ
～
３
０
４
Ｆ

１
０
７
形
を
改
造
し
て
２
両
固
定
化
さ
れ
た
車
両
。

連
接
車
両
に
す
る
こ
と
で
、
機
器
の
搭
載
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
、
間
接
進
段
車

両
と
な
っ
た
。

種
車
は
、
１
０
１
形
が
１
０
１
～
１
０
４
、
１
０
５
形
が
１
１
４
～
１
１
７
。

・
５
０
０
形
　
５
０
１
Ｆ
～
５
０
３
Ｆ

新
造
車
。
片
運
転
台
２
両
固
定
編
成
の
連
接
車
。

猫
島
支
線
の
２
０
０
形
を
真
似
て
作
ら
れ
た
た
め
、
丸
み
を
帯
び
た
車
体
に
な

っ
て
い
る
。

１
０
７
形
と
の
連
結
も
可
能
。
間
接
自
動
進
段
の
吊
り
掛
け
駆
動
。

　
支
線
用
車
両

・
平
行
カ
ル
ダ
ン
・
電
磁
直
通
車

２
０
０
形
　
２
０
１
Ｆ
、
２
０
２
Ｆ
。

元
東
急
２
０
０
形
、
猫
島
支
線
用
。
た
ま
で
ん
廃
止
に
伴
い
、
廃
車
さ
れ
る
と

こ
ろ
を
軌
間
が
奇
跡
的
に
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
支
線
用
と
し
て
譲
渡
さ
れ
た
。

連
接
２
両
車
。
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・
猫
電
１
０
５
形
１
０
５
、
１
０
６

　
間
接
非
自
動
車
。
連
結
可
能
。

・
東
海
急
行
電
鉄

猫
電
の
親
会
社
で
あ
り
、
主
人
公
二
人
の
研
修
先
で
あ
る
鉄
道
会
社
。
歴
史
は

猫
電
よ
り
浅
い
が
、
総
延
長
１
０
０
キ
ロ
以
上
と
、
規
模
は
圧
倒
的
に
大
き
い
。

３
つ
の
路
線
か
ら
成
り
立
つ
。
通
称
、
海
急
線
。

主
人
公

・
飯
島
紗
里
奈
　
い
い
じ
ま
さ
り
な

あ
だ
名
は
サ
リ
ー
。

猫
電
初
の
女
性
運
転
士
で
あ
り
、
少
し
調
子
に
乗
る
と
こ
ろ
も
。

胸
の
割
に
お
尻
が
大
き
い
の
で
、
い
つ
も
か
ら
か
わ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
そ
れ

を
利
用
し
て
反
撃
す
る
こ
と
も
。
た
だ
し
、
硬
い
ら
し
い
。

男
だ
ら
け
の
職
場
な
が
ら
う
ま
く
打
ち
解
け
て
い
る
が
、
打
ち
解
け
す
ぎ
て
男

扱
い
さ
れ
る
こ
と
が
小
さ
な
悩
み
の
種
で
あ
る
。

な
ん
と
な
く
、
サ
リ
ー
ち
ゃ
ん
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
み
た
か
っ
た
。

・
草
悟
雄
大

ク
サ
ゴ
ユ
ウ
ダ
イ

あ
だ
名
は
ユ
ウ
ち
ゃ
ん
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
運
転
士
に
な
り
た
か
っ
た
。
鉄
道
マ
ニ
ア
。

・
尾
根
田
小
五
郎
　
お
ね
だ
こ
ご
ろ
う

紗
里
奈
の
猫
電
で
の
運
転
士
の
先
生
、
４
０
歳
。
無
事
故
２
０
年
を
達
成
し
た

超
ベ
テ
ラ
ン
指
導
運
転
士
。

猫
電
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
最
も
猫
電
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
男
と
言

え
る
。
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・
中
神

一
般
の
運
転
士
。

・
大
田
原

猫
島
駅
の
駅
務
主
任
。
元
運
転
士

※
用
語
解
説

１
：
「
電
磁
Ｓ
Ｍ
Ｅ
」
。
電
磁
非
常
弁
付
き
直
通
空
気
制
動
の
こ
と
。

　
鉄
道
ブ
レ
ー
キ
の
一
種
。
最
近
で
は
、
連
結
運
転
を
す
る
路
面
電
車
な
ど
で

使
わ
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｍ
（
直
通
空
気
ブ
レ
ー
キ
）
は
圧
縮
し
た
空
気
で
車
輪
を
押
さ
え
る
、
単

純
で
応
答
性
の
良
い
ブ
レ
ー
キ
だ
が
、
管
に
穴
が
開
い
た
り
、
列
車
分
離
な
ど

の
原
因
に
よ
り
空
気
が
漏
れ
て
し
て
し
ま
う
と
、
ブ
レ
ー
キ
が
利
か
な
く
な
る

と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
『
常
に
圧
縮
し
た
空
気
で
車
輪
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
遠
ざ
け
て
』
い

て
、
『
（
Ｅ
Ｐ
、
ま
た
は
Ｂ
Ｐ
管
の
）
空
気
を
抜
く
こ
と
で
ブ
レ
ー
キ
の
掛
か

る
』
、
『
自
動
空
気
ブ
レ
ー
キ
』
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
直
通
ブ
レ
ー
キ
が
利

か
な
く
な
っ
て
も
非
常
ブ
レ
ー
キ
が
動
作
す
る
『
Ｓ
Ｍ
Ｅ
』
が
開
発
さ
れ
た
。

　
こ
の
『
Ｓ
Ｍ
Ｅ
』
に
更
に
、
電
磁
弁
と
い
う
、
電
気
の
力
で
開
閉
を
行
う
空

気
弁
を
搭
載
し
た
の
が
、
『
電
磁
Ｓ
Ｍ
Ｅ
』
で
あ
る
。

　
通
常
の
Ｓ
Ｍ
Ｅ
は
、
最
前
部
の
車
両
か
ら
し
か
空
気
の
出
し
入
れ
が
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
編
成
が
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
一
番
後
ろ
の
車
両
ま
で
ブ
レ
ー

キ
が
伝
わ
る
の
に
か
な
り
の
時
間
が
掛
か
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
。

　
電
磁
Ｓ
Ｍ
Ｅ
は
、
空
気
の
出
し
入
れ
の
指
示
を
、
電
線
で
後
の
車
両
の
電
磁

弁
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
後
の
車
両
か
ら
も
空
気
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
ブ
レ
ー
キ
の
応
答
性
が
格
段
に
向
上
し
、
こ
れ
に
よ

り
、
長
編
成
で
も
使
用
可
能
に
な
っ
た
。
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猫
島
電
鉄
が
一
般
的
に
使
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
電
磁
Ｓ
Ｍ
Ｅ
で
あ
る
。

２
：
「
電
気
司
令
車
」
。
電
気
司
令
式
電
磁
直
通
空
気
ブ
レ
ー
キ
の
こ
と
。

　
『
電
気
司
令
』
『
電
気
司
令
ブ
レ
ー
キ
』
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
あ

く
ま
で
空
気
の
ブ
レ
ー
キ
で
あ
り
、
電
気
ブ
レ
ー
キ
で
は
な
い
の
で
注
意
。
ブ

レ
ー
キ
の
『
司
令
』
を
『
電
気
』
で
行
っ
て
い
る
か
ら
、
『
電
気
司
令
』
で
あ

る
。

　
従
来
の
（
空
気
司
令
式
）
電
磁
直
通
ブ
レ
ー
キ
（
電
直
）
は
、
各
車
両
へ
の

中
継
電
磁
弁
へ
の
司
令
こ
そ
電
気
で
行
っ
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
列
車
に
引
き

と
お
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｐ
管
（
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
　
Ａ
ｉ
ｒ
　
Ｐ
ｙ
ｐ
ｅ
）
の
空

気
圧
力
に
よ
っ
て
ブ
レ
ー
キ
圧
力
を
伝
達
し
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
、
『
電
気
司
令
ブ
レ
ー
キ
』
は
、
こ
の
Ｓ
Ａ
Ｐ
管
を
電
線
に
置

き
換
え
る
こ
と
で
、
更
な
る
伝
達
速
度
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。
伝
達
圧
力
に
も

よ
る
が
、
そ
れ
ま
で
『
電
直
』
で
１
～
３
秒
程
度
掛
か
っ
て
い
た
ブ
レ
ー
キ
伝

達
時
間
が
、
１
秒
未
満
程
度
に
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
更
に
は
、
電
直
車
は
非
常
ブ
レ
ー
キ
（
電
磁
Ｓ
Ｍ
Ｅ
な
ど
自
動
ブ
レ
ー
キ
を

非
常
ブ
レ
ー
キ
に
使
っ
て
い
る
車
両
を
含
め
）
を
使
う
と
、
Ｂ
Ｐ
管
に
圧
力
が

溜
ま
る
ま
で
ブ
レ
ー
キ
を
緩
解
で
き
な
い
の
に
対
し
、
電
気
司
令
車
は
Ｂ
Ｐ
管

も
常
励
の
電
線
（
通
常
時
は
電
気
が
流
れ
て
い
て
、
非
常
時
は
無
電
状
態
）
に

置
き
換
え
て
い
る
の
で
、
非
常
ブ
レ
ー
キ
使
用
後
も
、
す
ぐ
に
ブ
レ
ー
キ
を
緩

解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
近
の
新
型
電
車
で
は
、
こ
の
電
気
司
令
式
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

３
：
「
甲
種
と
乙
種
の
違
い
」
甲
種
は
鉄
道
、
乙
種
は
軌
道
で
あ
る
。

　
鉄
道
と
は
、
専
用
の
線
路
に
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
走
る
物
で
あ
り
、
軌

道
と
は
、
道
路
に
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
走
る
物
で
あ
る
、
と
決
め
ら
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
鉄
道
と
軌
道
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
法
律
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
基
準
や

規
制
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
一
般
に
軌
道
と
は
路
面
電
車
の
こ
と
を
指
す
が
、
路
面
蒸
気
車
や
路
面
デ
ィ
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ー
ゼ
ル
車
も
分
類
上
軌
道
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

免
許
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

４
：
「
空
制
と
電
制
」
空
気
制
動
と
電
気
制
動
の
こ
と
。

　
鉄
道
で
は
ブ
レ
ー
キ
の
こ
と
を
『
制
動
』
と
言
う
。

せ
い
ど
う

　
空
制
と
は
、
そ
の
物
ず
ば
り
空
気
の
ブ
レ
ー
キ
の
こ
と
で
あ
り
、
自
転
車
の

ブ
レ
ー
キ
の
よ
う
に
直
接
車
輪
を
圧
縮
空
気
で
押
さ
え
つ
け
て
止
め
る
ブ
レ
ー

キ
で
あ
る
。
鋳
鉄
や
レ
ジ
ン
な
ど
の
ブ
レ
ー
キ
シ
ュ
ー
で
直
接
押
さ
え
る
踏
面

式
と
、
車
輪
と
連
動
し
て
動
く
円
盤
を
押
さ
え
つ
け
る
デ
ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
式

の
二
種
類
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ブ
レ
ー
キ
シ
ュ
ー
に
圧
縮
空
気
を
送
る
ま
で
の
機
構
の
違
い
で
、
『

直
通
ブ
レ
ー
キ
』
『
自
動
ブ
レ
ー
キ
』
『
Ｓ
Ｍ
Ｅ
』
『
電
磁
Ｓ
Ｍ
Ｅ
』
『
電
磁

直
通
ブ
レ
ー
キ
』
『
電
気
司
令
式
電
磁
直
通
ブ
レ
ー
キ
』
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。

　
一
方
電
制
と
は
、
加
速
す
る
時
に
使
う
モ
ー
タ
ー
を
発
電
機
と
し
て
使
っ
て

負
荷
を
与
え
、
ブ
レ
ー
キ
に
す
る
物
。
車
両
に
搭
載
さ
れ
た
抵
抗
器
で
発
電
し

た
電
気
を
熱
に
し
て
消
費
す
る
『
発
電
ブ
レ
ー
キ
』
、
発
電
し
た
ブ
レ
ー
キ
を

架
線
に
戻
し
他
の
電
車
で
消
費
さ
せ
る
こ
と
で
ブ
レ
ー
キ
に
す
る
『
回
生
ブ
レ

ー
キ
』
な
ど
が
あ
る
。

　
鉄
道
車
両
は
、
電
制
を
積
ん
で
い
る
車
両
で
も
必
ず
空
制
を
積
ん
で
い
る
。

そ
れ
は
、
低
速
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
モ
ー
タ
ー
の
回
転
が
少
な
く
な
る
た
め
、

ブ
レ
ー
キ
力
が
無
く
な
る
欠
点
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
一
部
の
車
両
で
は
、
完

全
に
停
車
す
る
ま
で
電
制
が
動
作
す
る
物
も
あ
り
、
純
電
気
（
全
電
気
）
ブ
レ

ー
キ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
空
制
を
積
ん
で

い
る
。

５
：
「
制
動
五
条
件
」
制
動
距
離
を
求
め
る
際
の
五
つ
の
条
件
。

　
制
動
機
構
、
制
動
初
速
、
荷
重
、
線
路
条
件
、
天
候
の
こ
と
。
荷
重
と
は
即

ち
乗
客
の
総
重
量
の
こ
と
で
あ
り
、
線
路
条
件
は
勾
配
（
坂
）
や
曲
線
の
こ
と
。

こ
れ
ら
の
条
件
が
変
化
す
る
と
、
電
車
が
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
始
め
て
か
ら
停
車
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す
る
ま
で
の
距
離
も
変
化
す
る
。

６
：
乗
務
区
の
呼
び
名
に
つ
い
て
。

電
車
区
、
車
掌
区
の
他
に
も
、
蒸
気
鉄
道
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
鉄
道
の
場
合
は
『
機

関
区
』
、
大
き
な
所
だ
と
『
運
輸
区
』
、
運
営
す
る
場
所
も
含
ま
れ
る
と
『
営

業
所
』
な
ど
と
い
う
呼
び
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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2010年10月9日21時20分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n7693l/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n7693l/

